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山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

山
梨
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長
　
曽
　
　
根
　
　
修
　
　
一

山
梨
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

山
梨
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六

年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
二
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

３

法
人
は
、
山
梨
県
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
条
例
第
一
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
帳
簿
（
以
下
「
書
面
」
と
い
う
。）
の
備
付
け

及
び
保
存
（
以
下
「
保
存
」
と
い
う
。）
に
代
え
て
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、

磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録

で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
保

存
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か

に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

作
成
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
を
法
人
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は

磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を

確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
（
以
下
「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
」
と
い
う
。）
を
も
つ
て

調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
よ
り
保
存
す
る
方
法

二

書
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
ス
キ
ャ
ナ
（
こ
れ
に
準
ず
る
画
像
読
取
装
置
を
含
む
。
）
に

よ
り
読
み
取
つ
て
で
き
た
電
磁
的
記
録
を
法
人
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ

イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
よ
り
保
存
す
る
方
法

４
　
法
人
が
、
前
項
各
号
の
規
定
に
基
づ
き
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
行
う
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
電
磁

的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
直
ち
に
明
瞭
か
つ
整
然
と
し
た
形
式
で
、

法
人
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
に
表
示
し
、
及
び
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
法
人
が
、
第
三
項
各
号
の
規
定
に
基
づ
き
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
行
う
場
合
の
う
ち
、
第
一
項
第

五
号
に
掲
げ
る
書
面
の
保
存
に
代
え
て
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
行
う
場
合
は
、
前

項
の
措
置
に
加
え
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
消
失
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

二
　
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
訂
正
又
は
削
除
を
行
つ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の

事
実
及
び
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置

６

法
人
は
、
条
例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
面
の
作
成
に
代
え

て
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
作
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法

人
は
、
当
該
法
人
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法
又
は
磁
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気
デ
ィ
ス
ク
等
を
も
つ
て
調
製
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長
　
曽
　
　
根
　
　
修
　
　
一

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
　
学
年
は
、
次
の
三
期
に
分
け
る
。

一
学
期
　
四
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

二
学
期
　
八
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で

三
学
期
　
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

第
三
条
第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

課
　
　
程
　
入
学
定
員
　
総
定
員
　
　
　
　

学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科

専
門
課
程
　
　
五
十
人
　
　
　
百
人
　
ジ
ュ
エ
リ
ー
学
科

第
三
条
第
二
項
を
削
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
講
師
」
の
下
に
「
及
び
助
手
」
を
加
え
、
同
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を

第
四
項
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
の
改
正
規
定
は
、
平

成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

専
門
課
程
の
宝
石
学
科
、宝
石
・
貴
金
属
加
工
学
科
及
び
宝
飾
デ
ザ
イ
ン
学
科
並
び
に
研
究
科
は
、

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
規
則
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
当
該
学
科
に
在
学
す
る
者
が
当
該
学
科
に
在
学
し
な
く
な
る

日
ま
で
の
間
、
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号

山
梨
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
公
益
信
託
の
引
受
け
の
許
可
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長
　
曽
　
　
根
　
　
修
　
　
一

山
梨
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
公
益
信
託
の
引
受
け
の
許
可
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
公
益
信
託
の
引
受
け
の
許
可
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
（
昭

和
五
十
九
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

２

受
託
者
は
、
山
梨
県
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
条
例
第
一
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
第
三
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
前
項
の
表
に
掲
げ
る
書
類
及
び
帳
簿
（
以
下
「
書
面
」
と
い
う
。）
の
備
付
け

及
び
保
存
（
以
下
「
保
存
」
と
い
う
。）
に
代
え
て
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、

磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録

で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
保

存
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
受
託
者
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ

か
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

作
成
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
を
受
託
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又

は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項

を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
（
以
下
「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
」
と
い
う
。）
を
も
つ

て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
よ
り
保
存
す
る
方
法

二

書
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
ス
キ
ャ
ナ
（
こ
れ
に
準
ず
る
画
像
読
取
装
置
を
含
む
。
）
に

よ
り
読
み
取
つ
て
で
き
た
電
磁
的
記
録
を
受
託
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ

ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
よ
り
保
存
す
る
方
法

３

受
託
者
が
、
前
項
各
号
の
規
定
に
基
づ
き
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
行
う
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
電

磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
直
ち
に
明
瞭
か
つ
整
然
と
し
た
形
式
で
、

受
託
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
に
表
示
し
、
及
び
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

受
託
者
が
、
第
二
項
各
号
の
規
定
に
基
づ
き
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
行
う
場
合
の
う
ち
、
第
一
項

の
表
上
欄
の
七
に
掲
げ
る
書
面
の
保
存
に
代
え
て
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
行
う
場

二

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日



合
は
、
前
項
の
措
置
に
加
え
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
消
失
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

二

電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
訂
正
又
は
削
除
を
行
つ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の

事
実
及
び
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置

５

受
託
者
は
、
条
例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
書
面
の
作
成
に
代

え
て
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
作
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

受
託
者
は
、
当
該
受
託
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法

又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
を
も
つ
て
調
製
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号

産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長
　
曽
　
　
根
　
　
修
　
　
一

産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
百
三
号
。

以
下
「
平
成
十
七
年
改
正
条
例
」
と
い
う
。）
附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
教

育
職
員
に
関
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
項
中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
、「
給

料
月
額
と
平
成
十
七
年
改
正
条
例
附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号

技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長
　
曽
　
　
根
　
　
修
　
　
一

技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
五
号
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号

山
梨
県
立
学
校
授
業
料
及
び
入
学
料
の
収
納
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長
　
曽
　
　
根
　
　
修
　
　
一

山
梨
県
立
学
校
授
業
料
及
び
入
学
料
の
収
納
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
学
校
授
業
料
及
び
入
学
料
の
収
納
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
教
育
委
員
会

規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
中
「
出
納
員
」
を
「
現
金
収
納
員
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
中
「
出
納
員
」
を
「
現
金
収
納
員
」
に
、「
出
納
員
印
」
を
「
現
金

収
納
員
印
」
に
、「
日
付
入
出
納
員
印
」
を
「
日
付
入
現
金
収
納
員
印
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号

山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長
　
曽
　
　
根
　
　
修
　
　
一

山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
山
梨
県
立
北
富
士
工
業
高
等
学
校
の
項
及
び
山
梨
県
立
吉
田
商
業
高
等
学
校
の
項
を
削
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

三

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日



２

山
梨
県
立
北
富
士
工
業
高
等
学
校
の
全
日
制
の
電
子
機
械
科
、
電
子
科
、
情
報
技
術
科
及
び
建
築

科
並
び
に
山
梨
県
立
吉
田
商
業
高
等
学
校
の
全
日
制
の
商
業
科
及
び
情
報
処
理
科
は
、
こ
の
規
則
に

よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
に

当
該
学
科
に
在
学
す
る
者
が
当
該
学
科
に
在
学
し
な
く
な
る
ま
で
の
間
、
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号

山
梨
県
立
美
術
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
立
美
術
館
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長
　
曽
　
　
根
　
　
修
　
　
一

山
梨
県
立
美
術
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
立
美
術
館
処
務
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
立
美
術
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
立
美
術
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規

則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
観
覧
券
を
交
付
し
た
日
以
後
、
館
長
の
指

定
し
た
日
ま
で
に
納
付
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
山
梨
県
立
美
術
館
処
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
立
美
術
館
処
務
規
程
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
八
号
中
チ
を
リ
と
し
、
ト
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ
　
規
則
第
四
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
観
覧
料
の
納
入
に
関
す
る
こ
と
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号

山
梨
県
立
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
立
博
物
館
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長
　
曽
　
　
根
　
　
修
　
　
一

山
梨
県
立
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
立
博
物
館
処
務
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
立
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
立
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則

第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
観
覧
券
を
交
付
し
た
日
以
後
、
館
長
の
指

定
し
た
日
ま
で
に
納
付
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
山
梨
県
立
博
物
館
処
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
立
博
物
館
処
務
規
程
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
号
中
ト
を
チ
と
し
、
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト
　
施
行
規
則
第
四
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
観
覧
料
の
納
入
に
関
す
る
こ
と
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号

山
梨
県
立
考
古
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長
　
曽
　
　
根
　
　
修
　
　
一

山
梨
県
立
考
古
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
考
古
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則

第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
観
覧
券
を
交
付
し
た
日
以
後
、
館
長
の
指
定

し
た
日
ま
で
に
納
付
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号

山
梨
県
立
文
学
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
立
文
学
館
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

四



山
梨
県
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長
　
曽
　
　
根
　
　
修
　
　
一

山
梨
県
立
文
学
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
立
文
学
館
処
務
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
立
文
学
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
立
文
学
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
元
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第

十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
観
覧
券
を
交
付
し
た
日
以
後
、
館
長
の
指

定
し
た
日
ま
で
に
納
付
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
山
梨
県
立
文
学
館
処
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
立
文
学
館
処
務
規
程
（
平
成
元
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
八
号
中
リ
を
ヌ
と
し
、
チ
を
リ
と
し
、
ト
を
チ
と
し
、
ヘ
を
ト
と
し
、
ホ
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

へ
　
規
則
第
四
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
観
覧
料
の
納
入
に
関
す
る
こ
と
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号

庁
　
中
　
一
　
般

教
　
育
　
事
　
務
　
所

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

県
　
立
　
図
　
書
　
館

県
　
立
　
美
　
術
　
館

県
　
立
　
博
　
物
　
館

県
立
考
古
博
物
館

県
　
立
　
文
　
学
　
館

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

県
　
立
　
学
　
校

山
梨
県
教
育
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長
　
曽
　
　
根
　
　
修
　
　
一

山
梨
県
教
育
庁
行
政
文
書
管
理
規
程

山
梨
県
教
育
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号
）
の
全
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章
　
文
書
管
理
組
織
（
第
三
条
│
第
七
条
）

第
三
章
　
行
政
文
書
の
通
則
（
第
八
条
│
第
十
三
条
）

第
四
章
　
行
政
文
書
の
取
得
（
第
十
四
条
│
第
十
五
条
）

第
五
章
　
行
政
文
書
の
作
成
（
第
十
六
条
│
第
二
十
五
条
）

第
六
章
　
行
政
文
書
の
施
行
（
第
二
十
六
条
│
第
三
十
条
）

第
七
章
　
行
政
文
書
の
保
存
（
第
三
十
一
条
│
第
三
十
四
条
）

第
八
章
　
行
政
文
書
の
移
管
及
び
廃
棄
（
第
三
十
五
条
│
第
三
十
八
条
）

第
九
章
　
補
則
（
第
三
十
九
条
）

附
　
則

第
一
章
　
総
則

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
訓
令
は
、
山
梨
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
三
号
）
そ

の
他
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
行
政
文
書
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
訓
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

文
書
等
　
文
書
、
図
画
及
び
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に

よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
た
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
い
う
。

二

行
政
文
書
　
山
梨
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
一
年
山
梨
県
条
例
第
五
十
四
号
。
以
下
「
情
報

公
開
条
例
」
と
い
う
。）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
行
政
文
書
を
い
う
。

三
　
電
子
文
書
　
電
磁
的
記
録
の
行
政
文
書
を
い
う
。

四
　
紙
文
書
　
行
政
文
書
の
う
ち
、
電
子
文
書
以
外
の
も
の
を
い
う
。

五

総
合
的
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
　
電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
行
政
文
書
の
収
受
、
起
案
、
決

裁
、
保
存
、
廃
棄
そ
の
他
行
政
文
書
に
関
す
る
一
連
の
処
理
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。

六

電
子
署
名
　
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
号
）
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
署
名
を
い
う
。

七

本
庁
　
山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
に
基
づ

き
設
置
さ
れ
た
課
を
い
う
。

八

課
　
山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
第
四
条
及
び
第
四
条
の
二
に
規
定
す
る
課
及
び
室
を
い
う
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

五



九
　
課
長
　
課
の
長
を
い
う
。

十

出
先
機
関
　
山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
第
十
四
条
に
規
定
す
る
教
育
事
務
所
及
び
同
規
則
第
十

八
条
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。

十
一

所
属
　
課
又
は
出
先
機
関
を
い
う
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
訓
令
に
お
い
て
職
員
の
職
に
関
す
る
用
語
の
意
義
は
、
山
梨

県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
則
（
平
成
十
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

第
二
章
　
文
書
管
理
組
織

（
総
務
課
長
の
職
務
）

第
三
条
　
教
育
庁
総
務
課
長
（
以
下
「
総
務
課
長
」
と
い
う
。）
は
、
教
育
庁
に
お
け
る
行
政
文
書
の

管
理
に
係
る
事
務
を
総
括
す
る
。

２

総
務
課
長
は
、
行
政
文
書
の
管
理
が
適
正
か
つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
次
条
に
規
定
す
る
文
書

管
理
者
に
対
し
、
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
実
態
を
調
査
し
、
若
し
く
は
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
管
理
に
関
し
改
善
の
指
示
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
文
書
管
理
者
）

第
四
条
　
行
政
文
書
の
管
理
は
所
属
ご
と
に
行
い
、
当
該
所
属
に
お
け
る
行
政
文
書
の
管
理
を
統
括
す

る
た
め
文
書
管
理
者
を
置
く
。

２

文
書
管
理
者
に
は
、
所
属
の
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

３

所
属
に
属
さ
な
い
行
政
文
書
の
管
理
は
、
総
務
課
長
が
指
定
す
る
所
属
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す

る
。

（
文
書
管
理
主
任
）

第
五
条
　
所
属
に
文
書
管
理
主
任
を
置
き
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

一

課
に
あ
っ
て
は
課
長
補
佐
（
総
括
課
長
補
佐
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
職
に
あ
る
者
（
課
長

補
佐
が
二
人
以
上
置
か
れ
て
い
る
課
に
あ
っ
て
は
課
長
が
指
定
す
る
課
長
補
佐
の
職
に
あ
る
者
と

し
、
課
長
補
佐
を
置
か
な
い
課
に
あ
っ
て
は
課
長
の
指
定
す
る
職
員
）

二

出
先
機
関
に
あ
っ
て
は
次
長
等
の
職
に
あ
る
者
（
次
長
等
が
二
人
以
上
置
か
れ
て
い
る
出
先
機

関
に
あ
っ
て
は
所
長
が
指
定
す
る
次
長
等
の
職
に
あ
る
者
）

２

文
書
管
理
主
任
は
、
文
書
管
理
者
を
補
佐
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
行
政

文
書
の
管
理
に
関
し
当
該
所
属
の
職
員
を
指
導
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

行
政
文
書
の
受
領
、
配
布
、
収
受
、
作
成
、
施
行
、
保
管
、
引
継
ぎ
、
保
存
、
移
管
及
び
廃
棄

に
関
す
る
こ
と
。

二
　
行
政
文
書
の
分
類
基
準
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
前
二
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
文
書
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
文
書
管
理
担
当
者
）

第
六
条
　
所
属
に
文
書
管
理
担
当
者
を
置
く
。

２
　
文
書
管
理
担
当
者
に
は
、
当
該
所
属
の
文
書
管
理
者
が
指
名
す
る
者
を
充
て
る
。

３
　
文
書
管
理
担
当
者
は
、
文
書
管
理
主
任
の
指
示
を
受
け
、
前
条
第
二
項
の
事
務
を
処
理
す
る
。

（
リ
ー
ダ
ー
等
の
職
務
）

第
七
条
　
リ
ー
ダ
ー
（
リ
ー
ダ
ー
を
置
か
な
い
課
又
は
出
先
機
関
に
あ
っ
て
は
、
文
書
管
理
者
が
指
定

す
る
職
員
。
以
下
同
じ
。）
及
び
担
当
課
長
補
佐
は
、
そ
の
所
属
す
る
担
当
の
行
政
文
書
の
処
理
状

況
を
常
に
把
握
し
、
事
案
の
迅
速
か
つ
適
切
な
処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
行
政
文
書
の
通
則

（
行
政
文
書
に
よ
る
事
務
処
理
）

第
八
条
　
所
属
は
、
そ
の
所
掌
す
る
事
務
及
び
事
業
（
以
下
「
事
務
等
」
と
い
う
。）
に
係
る
意
思
決

定
に
当
た
っ
て
は
行
政
文
書
を
作
成
し
て
行
う
も
の
と
し
、
及
び
そ
の
所
掌
す
る
事
務
等
の
実
績
に

つ
い
て
行
政
文
書
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各

号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

意
思
決
定
と
同
時
に
行
政
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
　
事
後
に
行
政
文
書
を

作
成
す
る
こ
と
。

二

処
理
に
係
る
事
案
が
軽
微
な
も
の
で
あ
る
場
合
　
行
政
文
書
の
作
成
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
行
政
文
書
の
取
扱
い
の
原
則
）

第
九
条
　
行
政
文
書
の
処
理
は
、
確
実
か
つ
迅
速
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

行
政
文
書
は
、
て
い
ね
い
に
取
り
扱
う
と
と
も
に
、
常
に
整
理
し
、
そ
の
所
在
を
明
確
に
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

秘
密
を
要
す
る
行
政
文
書
は
、
特
に
細
密
な
注
意
を
払
っ
て
取
り
扱
い
、
部
外
の
者
又
は
関
係
職

員
以
外
の
者
の
目
に
触
れ
る
場
所
に
置
い
て
は
な
ら
な
い
。

４

行
政
文
書
は
、
庁
外
に
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
文
書
管
理
者
の
許
可
を
受
け
た
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
行
政
文
書
の
分
類
）

第
十
条
　
文
書
管
理
主
任
は
、
当
該
所
属
の
所
掌
す
る
事
務
等
の
性
質
、
内
容
等
に
応
じ
た
系
統
的
な

行
政
文
書
の
分
類
の
基
準
（
以
下
「
文
書
分
類
基
準
」
と
い
う
。）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
文
書
分
類
基
準
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
一
回
見
直
し
を
行
い
、
必
要
と
認
め

る
と
き
は
そ
の
改
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
書
分
類
基
準
は
、
大
分
類
、
中
分
類
及
び
小
分
類
か
ら
成
る
階
層
構
造
と
し
、
小
分
類
の
下
に

関
連
す
る
行
政
文
書
の
ま
と
ま
り
を
管
理
の
単
位
と
し
て
類
型
化
し
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
名
を
設

け
る
も
の
と
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

六



３
　
行
政
文
書
は
、作
成
年
度
ご
と
に
文
書
分
類
基
準
に
従
い
分
類
し
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
文
書
分
類
基
準
を
定
め
、
又
は
見
直
す
と
き
は
、
総
務
課
長
に
協
議
し
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
政
文
書
の
記
号
及
び
番
号
）

第
十
一
条
　
行
政
文
書
に
は
、
記
号
及
び
番
号
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
十
三
条
第

一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
登
録
し
な
い
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

行
政
文
書
の
記
号
は
、
別
表
第
一
に
定
め
る
課
名
又
は
出
先
機
関
名
の
略
字
と
す
る
。
た
だ
し
、

規
則
、
告
示
及
び
訓
令
（
甲
）
の
施
行
文
書
に
あ
っ
て
は
教
育
委
員
会
名
又
は
教
育
長
名
及
び
行
政

文
書
の
種
類
名
と
し
、
訓
令
（
乙
）、
達
及
び
指
令
の
施
行
文
書
に
あ
っ
て
は
教
育
委
員
会
名
又
は

教
育
長
名
、
行
政
文
書
の
種
類
名
及
び
別
表
第
一
に
定
め
る
課
名
又
は
出
先
機
関
名
の
略
字
と
す
る
。

３

行
政
文
書
の
番
号
は
、
毎
年
度
四
月
一
日
を
起
番
と
し
た
所
属
ご
と
の
一
連
番
号
と
す
る
。
た
だ

し
、
規
則
、
告
示
及
び
訓
令
（
甲
）
の
施
行
文
書
に
あ
っ
て
は
、
毎
年
一
月
一
日
を
起
番
と
し
、
そ

の
種
類
ご
と
の
一
連
番
号
と
す
る
。

４
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
と
き
は
、
番
号
に
枝
番
号
を
付
け
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
特
別
取
扱
）

第
十
二
条
　
行
政
文
書
の
う
ち
、
事
案
が
重
要
な
も
の
、
秘
密
を
要
す
る
も
の
又
は
急
施
を
要
す
る
も

の
は
、
そ
の
旨
を
表
示
し
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
行
政
文
書
が
紙

文
書
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行
政
文
書
に
、
事
案
が
重
要
な
も
の
は
「
重
要
」
と
、
秘
密

を
要
す
る
も
の
は
「
秘
」
と
、
急
施
を
要
す
る
も
の
は
「
至
急
」
と
、
そ
の
上
部
に
赤
書
き
す
る
も

の
と
す
る
。

（
行
政
文
書
の
登
録
）

第
十
三
条
　
行
政
文
書
を
収
受
し
、
又
は
作
成
し
た
と
き
は
、
文
書
分
類
及
び
フ
ァ
イ
ル
名
、
件
名
及

び
公
開
件
名
、
保
存
期
間
、
記
号
及
び
番
号
、
所
属
名
、
公
開
区
分
、
作
成
又
は
収
受
の
年
月
日
並

び
に
こ
の
訓
令
で
定
め
る
事
項
を
総
合
的
行
政
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」

と
い
う
。）
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
総
務
課
長
が
別
に
定
め
る
行
政
文
書
及
び

文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
、
か
つ
、
そ
の
内
容
が

軽
易
で
あ
る
紙
文
書
に
つ
い
て
は
、
登
録
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
登
録
に
お
い
て
、
公
開
件
名
に
つ
い
て
は
件
名
か
ら
情
報
公
開
条
例
第
八
条
各
号
に
規
定

す
る
不
開
示
情
報
を
除
い
た
も
の
を
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
登
録
に
お
い
て
、
公
開
区
分
を
一
部
開
示
又
は
不
開
示
と
し
た
と
き
は
、
不
開
示
と
す

る
理
由
を
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
　
行
政
文
書
の
取
得

（
総
務
課
に
お
け
る
文
書
の
受
領
等
）

第
十
四
条
　
本
庁
に
到
達
し
た
文
書
等
（
課
に
直
接
到
達
し
た
文
書
等
を
除
く
。）
は
、
総
務
課
に
お

い
て
受
領
す
る
も
の
と
す
る
。

２

総
務
課
は
、
受
領
し
た
文
書
等
を
、
当
該
文
書
等
の
内
容
に
係
る
事
務
等
を
所
掌
す
る
所
属
が
明

ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
は
閉
封
の
ま
ま
当
該
所
属
に
配
布
し
、
当
該
文
書
等
の
内
容
に
係
る
事
務
等

を
所
掌
す
る
所
属
が
不
明
確
な
も
の
に
つ
い
て
は
開
封
し
当
該
文
書
等
の
内
容
に
係
る
事
務
等
を
所

掌
す
る
所
属
に
配
布
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
に
お
い
て
、
受
領
し
た
文
書
等
が
書
留
郵
便
物
、
配
達
記
録
郵
便
物
、
配
達
証
明
郵
便
物
、

内
容
証
明
郵
便
物
又
は
特
別
送
達
郵
便
物
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
書
留
配
達
証
明
文
書
配
付
簿

（
第
一
号
様
式
）
に
必
要
な
事
項
を
記
録
し
、
配
布
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
第
二
項
に
お
い
て
、
受
領
し
た
文
書
等
の
内
容
に
係
る
事
務
の
所
掌
が
二
以
上
の
所
属
に
わ
た
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
受
領
し
た
文
書
等
は
、
当
該
文
書
等
の
内
容
に
係
る
事
務
等
と
最
も
関
係
の

深
い
所
属
に
配
布
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
配
布
を
受
け
た
所
属
は
、
当
該
文
書

等
の
写
し
を
関
係
所
属
に
配
布
す
る
も
の
と
す
る
。

（
所
属
に
お
け
る
文
書
等
の
収
受
等
）

第
十
五
条
　
所
属
に
直
接
到
達
し
た
文
書
等
は
、
所
属
に
お
い
て
受
領
す
る
も
の
と
す
る
。

２

電
話
、
面
談
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
得
た
情
報
に
基
づ
き
作
成
し
た
行
政
文
書
は
、
こ
の
訓
令
の

適
用
に
お
い
て
所
属
に
直
接
到
達
し
た
文
書
等
と
み
な
す
。

３

所
属
は
、
前
条
第
二
項
又
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
受
領
し
た
文
書
等
の
う
ち
当
該
所
属
の
所
掌

に
属
さ
な
い
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
当
該
文
書
等
の
配
布
元
に
返
付
し
、
又
は
当
該
文
書
等

の
内
容
に
係
る
事
務
等
を
所
掌
す
る
所
属
に
転
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

所
属
に
お
い
て
文
書
等
の
配
布
の
事
務
を
行
う
文
書
管
理
担
当
者
は
、
前
条
第
二
項
又
は
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
受
領
し
た
文
書
等
を
直
ち
に
当
該
文
書
の
内
容
に
係
る
事
務
等
を
所
掌
す
る
主
任
者

に
配
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
文
書
等
の
う
ち
特
に
重
要
な
行
政
文
書
に
つ

い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
上
司
の
閲
覧
に
供
し
、
そ
の
処
理
方
針
等
に
つ
い
て
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

５
　
主
任
者
は
、
受
領
し
、
又
は
配
布
を
受
け
た
行
政
文
書
を
直
ち
に
収
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
項
に
お
い
て
、
主
任
者
は
、
紙
文
書
を
収
受
し
た
と
き
は
、
収
受
印
（
第
二
号
様
式
）
を
押
印

し
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
た
収
受
年
月
日
及
び
番
号
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
紙
文
書
を
電
子
文
書
と
し
て
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

７

前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
主
任
者
は
、
紙
文
書
を
電
子
文
書
と
し
て
登
録
し
た
と
き
は
、

当
該
紙
文
書
の
内
容
が
軽
易
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章
　
行
政
文
書
の
作
成

（
行
政
文
書
の
作
成
）

第
十
六
条
　
行
政
文
書
の
作
成
に
際
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

口
語
体
に
よ
り
、
常
用
漢
字
及
び
現
代
か
な
づ
か
い
を
用
い
、
そ
の
事
案
の
内
容
を
的
確
、
平

易
か
つ
簡
明
に
表
現
す
る
こ
と
。

二

事
案
が
定
例
的
な
も
の
又
は
軽
易
な
も
の
を
除
き
、
作
成
理
由
、
内
容
の
説
明
そ
の
他
参
考
と

な
る
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
、
資
料
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
添
付
す
る
こ
と
。

２

行
政
文
書
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
す
べ
て
左
横
書
き
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
令
に
よ
り
様
式
が
縦
書
き
と
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

二
　
山
梨
県
公
報
に
登
載
を
要
す
る
も
の
（
様
式
が
左
横
書
き
と
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）

三
　
調
査
票
等
で
様
式
が
縦
書
き
と
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の

四
　
そ
の
他
総
務
課
長
が
縦
書
き
と
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
も
の

３
　
行
政
文
書
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
四
判
を
基
準
と
し
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
起
案
）

第
十
七
条
　
主
任
者
は
、
そ
の
所
掌
す
る
事
務
等
に
関
し
て
意
思
決
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

起
案
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

起
案
は
、
法
令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
意
思
決
定
を
行
う

内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
入
力
し
、
起
案
し
た
旨
を
電
磁
的
に
表
示
し
、
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
紙
文
書
の
資
料
そ
の
他
起
案
に
必
要
な
書
面
等
（
以
下
こ
の
条
、
第
二

十
条
及
び
第
二
十
五
条
に
お
い
て
「
添
付
文
書
」
と
い
う
。）
を
添
付
し
て
起
案
を
行
う
場
合
に
は
、

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら
添
付
文
書
管
理
票
（
第
三
号
様
式
）
を
出
力
し
、
こ
れ
に
添
付
文
書
を
添

付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
、
か
つ
、
起
案
し

よ
う
と
す
る
行
政
文
書
が
紙
文
書
で
あ
る
場
合
　
起
案
用
紙
（
第
四
号
様
式
）、
公
報
原
稿
用
紙

（
第
五
号
様
式
）
等
の
書
面
に
意
思
決
定
を
行
う
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
、
起
案
者

が
こ
れ
に
署
名
又
は
押
印
し
て
行
う
方
法

二

文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
、
か
つ
意
思
決
定

を
行
う
内
容
が
軽
易
で
あ
り
、
か
つ
、
起
案
し
よ
う
と
す
る
行
政
文
書
が
紙
文
書
で
あ
る
場
合
　

当
該
紙
文
書
の
用
紙
の
余
白
等
に
意
思
決
定
を
行
う
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
、
起
案

者
が
こ
れ
に
署
名
し
又
は
押
印
し
て
行
う
方
法

三

山
梨
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
一
号
。
以
下
「
財
務
規
則
」
と
い
う
。）

に
定
め
る
起
案
を
行
う
場
合
　
財
務
規
則
で
定
め
る
様
式
に
意
思
決
定
を
行
う
内
容
そ
の
他
必
要

な
事
項
を
記
載
し
、
起
案
者
が
こ
れ
に
署
名
又
は
押
印
し
て
行
う
方
法

四

資
料
そ
の
他
既
に
作
成
さ
れ
て
い
る
簡
易
な
文
書
を
郵
送
す
る
場
合
　
資
料
送
付
簿
（
第
六
号

様
式
）
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
て
行
う
方
法

五

前
各
号
の
場
合
を
除
き
、
総
務
課
長
が
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
起
案
が
行
い
難
い
と

認
め
る
場
合
　
総
務
課
長
が
別
に
定
め
る
方
法

（
決
裁
区
分
）

第
十
八
条
　
起
案
文
書
に
は
、
事
案
に
関
し
て
決
裁
権
限
を
有
す
る
者
の
職
を
決
裁
区
分
と
し
て
表
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
案
に
関
し
て
決
裁
権
限
を
有
す
る
者
の
職
が
課
長
補
佐
等
及

び
次
長
等
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
経
由
文
書
の
特
例
）

第
十
九
条
　
所
属
を
経
由
し
て
他
の
機
関
等
に
送
付
さ
れ
る
文
書
（
以
下
「
経
由
文
書
」
と
い
う
。）

を
収
受
し
た
と
き
は
、
内
容
を
確
認
し
、
送
付
の
起
案
を
行
い
、
他
の
機
関
等
に
発
送
す
る
も
の
と

す
る
。

２

前
項
に
お
い
て
、
経
由
文
書
が
紙
文
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
経
由
文
書
の
上
部
余
白
に
経

由
印
（
第
七
号
様
式
）
を
押
印
し
、
経
由
簿
（
第
八
号
様
式
）
に
よ
り
送
付
の
起
案
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

（
回
議
及
び
合
議
）

第
二
十
条
　
起
案
し
た
行
政
文
書
（
以
下
「
起
案
文
書
」
と
い
う
。）
は
、
職
制
に
従
い
審
査
を
行
う

者
に
回
議
し
、
権
限
を
有
す
る
者
の
決
裁
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

起
案
文
書
の
内
容
が
他
の
所
属
が
所
掌
す
る
事
務
等
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
務
等
に

関
係
す
る
所
属
の
長
（
以
下
「
関
係
課
長
」
と
い
う
。）
に
合
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

財
務
規
則
に
規
定
す
る
起
案
文
書
（
会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
知
事
又
は
吏
員
に
委
任
さ
れ
た
会
計
事
務
に
係
る
起
案
文
書
を
含
む
。）
の
合
議
に
つ
い

て
は
、
財
務
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３

前
項
の
合
議
は
、
本
庁
に
お
い
て
は
起
案
を
行
っ
た
課
の
課
長
を
経
て
行
い
、
出
先
機
関
に
お
い

て
は
起
案
を
行
っ
た
出
先
機
関
の
所
長
を
経
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４

前
三
項
に
お
い
て
、
回
議
又
は
合
議
に
付
す
る
と
き
は
、
意
思
決
定
に
必
要
な
最
小
限
度
の
範
囲

に
と
ど
め
、
迅
速
な
意
思
決
定
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
二
項
に
お
い
て
、
関
係
課
長
と
意
見
調
整
を
行
う
必
要
の
あ
る
と
き
は
、
起
案
に
先
立
ち
協
議
、

連
絡
会
議
等
の
方
法
に
よ
り
意
見
調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
調
整
が
行
わ
れ
た
事
項
（
第
二
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
場
合
を
除

く
。）
に
つ
い
て
は
、
起
案
文
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
、
関
係
課
長
へ
の
合
議
は
行
わ
な
い
も
の
と

す
る
。

７

第
四
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
回
議
又
は
合
議
を
行
わ
な
い
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
当
該
内

容
を
こ
れ
ら
の
者
に
決
裁
前
に
お
い
て
参
照
さ
せ
、
又
は
決
裁
後
に
供
覧
す
る
も
の
と
す
る
。

８

第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
起
案
文
書
の
回
議
又
は
合
議
は
、
文
書
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梨
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管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等

の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
項
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

９

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
紙
文
書
の
添
付
文
書
を
起
案
文
書
に

添
付
し
て
行
う
起
案
文
書
の
回
議
又
は
合
議
に
あ
っ
て
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行
う

と
と
も
に
、
添
付
文
書
管
理
票
及
び
添
付
文
書
を
順
次
審
査
を
行
う
者
及
び
決
裁
権
限
を
有
す
る
者

に
回
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

10

紙
文
書
で
あ
る
起
案
文
書
の
回
議
又
は
合
議
は
、
紙
文
書
を
順
次
審
査
を
行
う
者
及
び
決
裁
権
限

を
有
す
る
者
に
回
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

11

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
起
案
文
書
の
内
容
が
重
要
で
あ
る
場
合
、
又
は
起
案
文
書
の
決
裁
を

至
急
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
起
案
文
書
を
携
帯
し
、
審
査
を
行
う
者
及

び
決
裁
権
限
を
有
す
る
者
の
閲
覧
に
供
し
、
回
議
又
は
合
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
同
一
事
案
に
お
け
る
添
付
書
類
）

第
二
十
一
条
　
同
一
事
案
で
数
回
に
わ
た
り
起
案
を
重
ね
る
も
の
は
、
そ
の
事
案
の
処
理
が
終
わ
る
ま

で
の
間
、
既
に
決
裁
を
受
け
た
起
案
文
書
を
以
後
の
起
案
文
書
に
関
連
文
書
と
し
て
添
付
し
て
回
議

し
、
又
は
合
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点

か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
起
案
の
修
正
等
）

第
二
十
二
条
　
起
案
の
内
容
を
修
正
し
た
者
は
、
当
該
修
正
部
分
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
回
議
し
、
又
は
合
議
し
た
起
案
を
修
正
し
た
場
合
に
お
い
て
、

修
正
を
行
っ
た
者
は
必
要
な
事
項
を
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

紙
文
書
の
起
案
を
修
正
し
た
場
合
に
お
い
て
、
修
正
を
行
っ
た
者
は
修
正
を
行
っ
た
部
分
に
押
印

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
修
正
が
用
字
、
用
語
、
文
体
等
の
形
式
上
の
も
の
に
あ
っ

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

合
議
し
た
起
案
が
重
大
な
修
正
を
受
け
て
決
裁
さ
れ
た
と
き
又
は
起
案
が
廃
案
に
な
っ
た
と
き

は
、
起
案
者
は
修
正
前
に
合
議
に
付
し
た
者
に
そ
の
旨
を
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
代
決
及
び
後
閲
）

第
二
十
三
条
　
紙
文
書
の
起
案
を
代
決
す
る
者
は
、
決
裁
権
限
を
有
す
る
者
の
押
印
す
べ
き
箇
所
に
押

印
の
上
そ
の
左
上
に
「
代
」
の
文
字
を
記
載
し
、
代
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

山
梨
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
則
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
後
閲
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
行
っ
た
代
決
に
あ
っ
て
は
当
該
起
案
文
書
を
決
裁
権
限
を
有
す
る
者
に
供
覧
す
る
こ
と
に

よ
り
行
い
、
紙
文
書
の
起
案
文
書
を
回
付
し
て
行
っ
た
代
決
に
あ
っ
て
は
当
該
起
案
文
書
に
「
要
後

閲
」
の
文
字
を
記
載
し
、
速
や
か
に
決
裁
権
限
を
有
す
る
者
に
こ
れ
を
回
付
し
、
確
認
を
し
た
旨
の

押
印
又
は
署
名
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
決
裁
済
印
）

第
二
十
四
条
　
教
育
長
又
は
教
育
次
長
が
決
裁
し
た
紙
文
書
で
あ
る
起
案
文
書
に
は
、
総
務
課
に
お
い

て
決
裁
済
印
（
第
九
号
様
式
）
を
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
供
覧
）

第
二
十
五
条
　
主
任
者
は
、
そ
の
所
掌
す
る
事
務
等
の
実
績
等
に
つ
い
て
関
係
す
る
職
員
に
報
告
し
、

又
は
周
知
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
行
政
文
書
を
作
成
し
、
確
認
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
職
員
に
当
該

行
政
文
書
を
供
覧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

供
覧
す
る
行
政
文
書
の
作
成
は
、
法
令
そ
の
他
特
別
な
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
に
報
告
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
入
力
し
、
供
覧
す
る
旨
を
電
磁
的
に
表
示
し
、
記
録
す

る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
紙
文
書
の
添
付
文
書
を
添
付
し
て
行
う
場
合
に
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
か
ら
供
覧
用
紙
（
第
十
号
様
式
）
を
出
力
し
、
こ
れ
に
添
付
文
書
を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
、
か
つ
、
供
覧
し

よ
う
と
す
る
行
政
文
書
が
紙
文
書
で
あ
る
場
合
　
供
覧
用
紙
又
は
当
該
紙
文
書
に
報
告
事
項
そ
の

他
必
要
な
事
項
及
び
供
覧
す
る
旨
を
記
載
し
、
主
任
者
が
こ
れ
に
署
名
し
、
又
は
押
印
し
て
行
う

方
法

二

文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
、
か
つ
、
供
覧
し

よ
う
と
す
る
行
政
文
書
が
電
子
文
書
で
あ
る
場
合
　
企
画
部
情
報
政
策
課
が
運
用
す
る
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
る
方
法

三

前
二
号
の
場
合
を
除
き
、
総
務
課
長
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
方
法
に
よ
り
供
覧
が
行
い
難
い

と
認
め
る
場
合
　
総
務
課
長
が
別
に
定
め
る
方
法

５

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
行
政
文
書
の
供
覧
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行

う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
文
書
管
理
者
が
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
次
項
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

６

紙
文
書
で
あ
る
行
政
文
書
の
供
覧
は
、
当
該
行
政
文
書
を
確
認
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
者
に
順
次
回

付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

７

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
行
政
文
書
の
内
容
が
重
要
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
行
政
文
書

を
携
帯
し
、
確
認
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
者
の
閲
覧
に
供
し
、
供
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
章
　
行
政
文
書
の
施
行

（
決
裁
文
書
の
施
行
）

第
二
十
六
条
　
主
任
者
は
、
起
案
文
書
の
決
裁
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
浄
書
し
、
及
び
校
合
し

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
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日
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た
上
で
起
案
文
書
を
確
定
し
、
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

行
政
文
書
の
施
行
は
、
法
令
そ
の
他
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
行
政
文
書
を
相
手
方
に

発
送
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
施
行
に
お
い
て
、
行
政
文
書
の
発
信
者
名
は
、
教
育
長
名
（
特
に
必
要
が
あ
る
も
の
は
教

育
委
員
会
名
）
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
官
公
署
、
団
体
等
に
対
し
て
発
す
る
も
の
で
軽

易
な
も
の
及
び
特
に
軽
易
な
照
会
、
回
答
等
に
つ
い
て
は
、
課
長
名
又
は
所
長
名
を
用
い
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会
名
を
用
い
る
場
合
を
除
き
、
発
信
者
名
に
は
、
職
氏

名
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
内
容
に
よ
り
氏
名
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
二
項
の
施
行
に
お
い
て
、
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
発
送
す
る
行
政
文
書
に
記
号
及

び
番
号
並
び
に
発
送
す
る
日
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
印
及
び
電
子
署
名
）

第
二
十
七
条
　
紙
文
書
を
発
送
す
る
場
合
に
は
、
行
政
文
書
に
公
印
を
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

電
子
文
書
を
発
送
す
る
場
合
に
は
、
行
政
文
書
に
電
子
署
名
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
行
政
文
書
を
発
送
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
公
印

の
押
印
又
は
電
子
署
名
を
付
す
る
こ
と
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

照
会
、
回
答
、
通
知
、
依
頼
、
報
告
等
（
県
の
機
関
以
外
の
も
の
に
対
し
て
発
す
る
行
政
文
書

に
あ
っ
て
は
、
軽
易
な
も
の
に
限
る
。）

二
　
本
、
雑
誌
、
事
務
処
理
手
引
、
資
料
、
用
紙
等
の
送
付
書

三
　
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
軽
易
な
行
政
文
書

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
公
印
の
押
印
を
省
略
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
行
政
文
書
が
県
の
機
関
以

外
の
も
の
に
対
し
て
発
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
発
信
者
名
の
下
に
「（
公
印
省
略
）」
の
表
示
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
本
庁
に
お
け
る
紙
文
書
の
発
送
）

第
二
十
八
条
　
課
は
、
紙
文
書
を
発
送
す
る
と
き
は
、
山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
（
山
梨
県
訓
令
甲

第
七
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
八
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
発
送
す
る
も
の

と
す
る
。

２

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
課
は
、
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
、
課
に
お
い
て
紙
文
書
を
発

送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
課
は
、
法
令
そ
の
他
特
別
な
定
め
が
あ
る
場
合
並
び
に
第
四
項
及
び
第

五
項
の
規
定
に
定
め
る
場
合
又
は
山
梨
県
行
政
文
書
管
理
規
程
第
三
十
一
条
第
八
項
の
例
に
よ
り
発

送
す
る
場
合
を
除
き
、
郵
送
に
よ
り
、
相
手
方
に
発
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

課
は
、発
送
し
よ
う
と
す
る
紙
文
書
の
内
容
が
緊
急
を
要
す
る
場
合
そ
の
他
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

職
員
に
持
参
さ
せ
相
手
方
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
発
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

課
は
、
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
印
の
押
印
を
省
略
し
た
紙
文
書
を
発
送
す
る
場
合

は
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
相
手
方
に
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
発
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
先
機
関
に
お
け
る
紙
文
書
の
発
送
）

第
二
十
九
条
　
出
先
機
関
は
、
紙
文
書
を
発
送
す
る
と
き
は
、
自
ら
発
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
発
送
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

（
電
子
文
書
の
発
送
）

第
三
十
条
　
電
子
文
書
の
発
送
は
、
特
定
の
事
務
等
を
行
う
た
め
特
に
整
備
さ
れ
た
特
定
の
電
子
情
報

処
理
組
織
を
利
用
し
て
行
う
場
合
を
除
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。

一
　
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
送
信

二

企
画
部
情
報
政
策
課
長
が
運
用
す
る
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
送
信
又
は
掲
示
板
へ

の
登
録

三
　
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
電
子
文
書
交
換
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
送
信

四

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
が
運
用
す
る
山
梨
県
・
市
町
村
電
子
申
請
受
付
共
同
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
送
信

第
七
章
　
行
政
文
書
の
保
存

（
行
政
文
書
の
整
理
保
管
）

第
三
十
一
条
　
行
政
文
書
は
、
必
要
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
適
正
に
整
理
し
、
及
び
保
管
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

紙
文
書
は
、
保
存
期
間
が
一
年
未
満
の
も
の
及
び
特
別
な
理
由
が
あ
り
他
の
方
法
に
よ
り
整
理
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
き
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
政
文
書
ホ
ル
ダ
ー
（
第
十

一
号
様
式
）
に
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

行
政
文
書
ホ
ル
ダ
ー
は
、
年
度
別
に
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
ご
と
に
整
理
し
、
そ
の
厚
さ
が
お
お

む
ね
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
場
合
は
、
適
宜
分
冊
と
し
、
分
冊
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

二

図
面
等
は
、
保
存
袋
（
第
十
二
号
様
式
）
に
格
納
す
る
こ
と
。

３

行
政
文
書
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
内
に
保
管
す
る
ほ
か
、
文
書
管
理
主
任
が
指
定
す
る
場
所
に

保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
政
文
書
の
保
存
）

第
三
十
二
条
　
行
政
文
書
の
保
存
期
間
は
、
法
令
に
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
次
の
区
分
に
よ

る
。

一

三
十
年

二
　
十
年

三
　
五
年

四
　
三
年

五
　
一
年

山
梨
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六
　
事
務
処
理
上
必
要
な
一
年
未
満
の
期
間

２
　
行
政
文
書
の
保
存
期
間
の
基
準
は
、
前
項
各
号
の
区
分
ご
と
に
、
別
表
第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

３

文
書
管
理
主
任
は
、
別
表
第
二
の
行
政
文
書
の
保
存
期
間
を
基
準
と
し
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
ご

と
に
保
存
期
間
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

４

主
任
者
は
、
行
政
文
書
を
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
と
き
は
、
前
項
の
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
ご
と

の
保
存
期
間
に
従
い
、
当
該
行
政
文
書
に
つ
い
て
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
を
設
定
し
、
及
び
当
該

行
政
文
書
を
当
該
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
ま
で
の
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
使
用
又
は
保
存
に
耐
え
な
い
場
合
に
は
、
当
該
行
政
文
書
に
代
え
て
、
内
容
を
同
じ
く
す

る
同
一
又
は
他
の
種
別
の
行
政
文
書
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

５

前
項
の
保
存
期
間
が
満
了
す
る
日
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
掲
げ
る
日
と
す
る
。

一

第
三
項
の
保
存
期
間
が
一
年
未
満
の
行
政
文
書
　
当
該
行
政
文
書
を
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
一
年
未
満
の
期
間
内
に
お
い
て
事
務
処
理
上
必
要
な
期
間
の
終
了
す
る
日

二

第
三
項
の
保
存
期
間
が
前
号
に
掲
げ
る
保
存
期
間
以
外
の
行
政
文
書
　
当
該
行
政
文
書
を
作
成

し
、
又
は
取
得
し
た
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の
翌
会
計
年
度
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
当
該
保
存
期

間
が
表
示
す
る
期
間
の
終
了
す
る
日
（
年
を
単
位
と
す
る
事
項
に
係
る
行
政
文
書
に
あ
っ
て
は
、

当
該
行
政
文
書
を
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
当
該

保
存
期
間
が
表
示
す
る
期
間
の
終
了
す
る
日
）

６

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
政
文
書
の
第
四
項
の
保
存
期
間
が
満
了
す

る
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
日
と
す
る
。

一

会
計
年
度
の
終
了
す
る
日
の
翌
日
か
ら
当
該
会
計
年
度
の
出
納
閉
鎖
期
ま
で
に
作
成
し
、
又
は

取
得
し
た
当
該
会
計
年
度
の
予
算
の
会
計
事
務
に
係
る
行
政
文
書
　
当
該
行
政
文
書
を
作
成
し
、

又
は
取
得
し
た
日
の
属
す
る
年
の
六
月
一
日
（
出
先
機
関
に
あ
っ
て
は
五
月
一
日
）
か
ら
起
算
し

て
前
項
第
二
号
に
定
め
る
当
該
保
存
期
間
が
表
示
す
る
期
間
の
終
了
す
る
日

二

契
約
を
す
る
た
め
の
行
政
文
書
　
当
該
契
約
に
基
づ
く
債
権
が
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
会
計
年

度
の
翌
会
計
年
度
の
六
月
一
日
（
出
先
機
関
に
あ
っ
て
は
五
月
一
日
）
か
ら
起
算
し
て
前
項
第
二

号
に
定
め
る
当
該
保
存
期
間
が
表
示
す
る
期
間
の
終
了
す
る
日

７

次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
後
に
お
い
て

も
、
そ
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
が
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
保
存
期
間

を
延
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
の
区
分
に
該
当
す
る
行
政
文
書
が
他
の

区
分
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
が
経
過
す
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
の
間
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

現
に
監
査
、
検
査
等
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
も
の
　
当
該
監
査
、
検
査
等
が
終
了
す
る
ま
で
の

間

二

現
に
係
属
し
て
い
る
訴
訟
に
お
け
る
手
続
上
の
行
為
を
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
　
当

該
訴
訟
が
終
結
す
る
ま
で
の
間

三

現
に
係
属
し
て
い
る
不
服
申
立
て
に
お
け
る
手
続
上
の
行
為
を
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も

の
　
当
該
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間

四

情
報
公
開
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
開
示
の
請
求
又
は
山
梨
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成

十
七
年
山
梨
県
条
例
第
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
開
示
の
請
求
が
あ
っ
た
も
の
　

当
該
開
示
の
請
求
に
係
る
決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
間

８

文
書
管
理
主
任
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
行
政
文
書
に
つ
い
て
、
職
務
の
遂
行
上
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
一
定
の
期
間
を
定
め
て
当
該
保
存
期
間
を
延
長
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
延
長
に
係
る
保
存
期
間
が
満
了
し
た
後
に
こ
れ
を
更
に
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
き

も
、
同
様
と
す
る
。

９

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
書
管
理
主
任
は
、
常
時
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
行

政
文
書
を
必
要
と
認
め
る
期
間
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

10

行
政
文
書
の
保
存
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
紙
文
書
及
び

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
保
存
が
で
き
な
い
電
子
文
書
に
あ
っ
て
は
、
次
条
に
よ
り
総
務
課
に
引

き
継
ぐ
も
の
を
除
き
、
所
属
に
お
い
て
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

11

主
任
者
は
、
行
政
文
書
の
保
存
を
適
正
に
行
う
た
め
、
保
存
期
間
が
一
年
以
上
の
行
政
文
書
に
つ

い
て
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
・
行
政
文
書
索
引
（
第
十

三
号
様
式
）
を
作
成
し
、
行
政
文
書
ホ
ル
ダ
ー
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
政
文
書
の
引
継
ぎ
）

第
三
十
三
条
　
課
は
、
次
に
掲
げ
る
行
政
文
書
を
除
き
、
完
結
し
た
紙
文
書
を
総
務
課
長
に
引
き
継
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
保
存
期
間
が
一
年
以
下
の
期
間
の
紙
文
書

二
　
課
長
が
課
内
に
お
い
て
保
存
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
紙
文
書

２

前
項
の
引
継
ぎ
は
、
行
政
文
書
が
完
結
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
々
年
度
の
四
月
一
日
以
降
に

お
い
て
総
務
課
長
が
指
定
す
る
日
に
、
引
継
予
定
表
一
覧
（
第
十
四
号
様
式
）
に
引
継
書
（
第
十
五

号
様
式
）
及
び
引
継
文
書
集
計
表
（
第
十
六
号
様
式
）
を
添
え
て
総
務
課
長
に
申
請
し
て
行
う
も
の

と
す
る
。

３

課
は
、
総
務
課
長
が
引
継
ぎ
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
引
継
ぎ
を
行
う
紙
文
書
を
行
政
文
書
保
存

箱
（
第
十
七
号
様
式
）
に
格
納
し
、
こ
れ
に
行
政
文
書
保
存
票
（
第
十
八
号
様
式
）
を
は
り
付
け
、

総
務
課
長
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

４

課
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
作
成
し
た
課
の
完
結
し
た
電
子
文
書
を
行
政
文
書
が
完
結
し

た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
々
年
度
の
四
月
一
日
以
降
に
お
い
て
総
務
課
長
が
指
定
す
る
日
に
引
き
継

ぐ
も
の
と
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

一
一



５
　
前
二
項
の
引
継
ぎ
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
保
存
文
書
の
閲
覧
及
び
貸
出
し
）

第
三
十
四
条
　
保
存
し
て
い
る
紙
文
書
を
閲
覧
し
、
又
は
そ
の
貸
出
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
総

務
課
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

保
存
文
書
の
貸
出
期
間
は
、
十
日
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
総
務
課
長
の
承
認
を
得
た
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

３

貸
出
中
の
保
存
文
書
は
、
庁
外
に
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
庁
外
持
出
承
認
申
請
書

（
第
十
九
号
様
式
）
に
よ
り
総
務
課
長
の
承
認
を
得
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

総
務
課
長
は
、
保
存
文
書
の
閲
覧
又
は
貸
出
中
に
お
い
て
も
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
閲
覧
又
は
貸
出
し
に
供
し
た
保
存
文
書
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

閲
覧
又
は
貸
出
中
の
保
存
文
書
は
、
て
い
ね
い
に
取
り
扱
い
、
抜
き
取
り
、
取
り
換
え
、
増
て
つ

し
、
若
し
く
は
訂
正
し
、
又
は
他
に
貸
与
し
て
は
な
ら
な
い
。

６

閲
覧
又
は
貸
出
中
の
保
存
文
書
を
汚
損
し
、
若
し
く
は
き
損
し
、
又
は
亡
失
し
た
場
合
は
、
直
ち

に
総
務
課
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
章
　
行
政
文
書
の
移
管
及
び
廃
棄

（
歴
史
的
文
書
の
移
管)

第
三
十
五
条
　
保
存
し
て
い
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
、
保
存
期
間
（
延
長
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

延
長
後
の
保
存
期
間
。
第
三
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。）
が
満
了
し
た
行
政
文
書
の
う
ち
、
歴
史
的

若
し
く
は
文
化
的
な
資
料
又
は
学
術
研
究
用
の
資
料
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
立
図
書
館
又
は
山
梨
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
第
三
条
に
規
定
す
る

機
関
（
以
下
「
図
書
館
等
」
と
い
う
。）
に
移
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

所
属
の
長
は
、
保
存
し
て
い
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
、
前
項
の
移
管
を
行
う
と
き
は
、
総
務
課
長

の
承
認
を
受
け
行
う
も
の
と
す
る
。

３

総
務
課
長
は
、
引
継
ぎ
を
受
け
保
存
し
て
い
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
、
第
一
項
の
移
管
を
行
う
と

き
は
、
当
該
行
政
文
書
を
担
当
し
て
い
る
所
属
の
長
の
承
認
を
受
け
行
う
も
の
と
す
る
。

（
県
の
機
関
以
外
の
機
関
へ
の
移
管
）

第
三
十
六
条
　
前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
県
の
機
関
の
所
掌
す
る
事
務
等
が
県
の
機
関
以

外
の
機
関
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
保
存
し
て
い
る
行
政
文
書
が
移
管
さ
れ
る
場
合
に
準
用
す

る
。

（
県
の
機
関
内
の
移
管
）

第
三
十
七
条
　
所
属
の
長
は
、
所
掌
す
る
事
務
等
の
分
掌
が
変
更
さ
れ
当
該
所
属
の
事
務
等
で
な
く
な

っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
事
務
等
を
新
た
に
所
掌
す
る
所
属
に
、
当
該
所
属
に
お
い
て
保
管
し
、

又
は
保
存
し
て
い
る
当
該
事
務
等
に
関
す
る
行
政
文
書
を
移
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
移
管
は
、
総
務
課
長
が
特
別
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
移
管
を
し
よ
う
と
す
る
所
属
の
長

が
移
管
を
受
け
る
所
属
の
長
に
申
請
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
手
続
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
事
項
を
登
録
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
移
管
に
お
い
て
、
移
管
す
る
行
政
文
書
が
紙
文
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
を
移
管

を
受
け
る
所
属
に
引
き
渡
す
も
の
と
す
る
。

（
行
政
文
書
の
廃
棄
）

第
三
十
八
条
　
所
属
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ

り
に
移
管
す
る
も
の
を
除
き
、
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

課
長
は
、
行
政
文
書
を
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
廃
棄
予
定
表
一
覧
（
第
二
十
号
様
式
）
を

添
え
て
総
務
課
長
に
申
請
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
保
存
期
間
が
一
年
未
満
の
行
政
文
書

に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

総
務
課
長
は
、
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
引
継
ぎ
を
受
け
た
行
政
文
書
に

つ
い
て
前
項
の
申
請
を
受
け
当
該
申
請
が
適
正
な
と
き
は
、
申
請
を
受
け
た
行
政
文
書
を
廃
棄
す
る

も
の
と
す
る
。

４

課
長
は
、
課
に
お
い
て
保
存
し
て
い
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
第
二
項
の
申
請
に
つ
い
て
総
務
課
長

の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
承
認
を
受
け
た
行
政
文
書
を
廃
棄
す
る
も
の
と
す
る
。

５

総
務
課
長
は
、
引
継
ぎ
を
受
け
た
行
政
文
書
を
保
存
期
間
が
満
了
す
る
前
に
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
し
て
課
長
が
申
請
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
申
請
を
承
認
し
た
も

の
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
総
務
課
長
は
、
保
存
期
間
満
了
前
廃
棄
文

書
一
覧
表
（
第
二
十
一
号
様
式
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

所
属
の
長
は
、
所
属
に
お
い
て
保
存
す
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
、
保
存
期
間
が
満
了
す
る
前
に
廃

棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
総
務
課
長
の
承
認
を
受
け
て
廃
棄
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
所
属
の
長
は
、
保
存
期
間
満
了
前
廃
棄
文
書
一
覧
表
を
作
成

し
、
こ
れ
を
総
務
課
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

前
各
項
の
規
定
に
よ
り
行
政
文
書
を
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
情
報
公
開
条
例
第
八
条
に
定

め
る
不
開
示
事
項
の
漏
え
い
及
び
他
に
転
用
さ
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
方
法
に
よ
り
、
こ
れ
を
処
分
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
行
政
文
書
の
廃
棄
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
事
項
を
登
録
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
九
章
　
補
則

（
実
施
規
定
）

第
三
十
九
条
　
こ
の
訓
令
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
総
務
課
長
が
定
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

一
二



２

こ
の
訓
令
の
施
行
前
に
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
教
育
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
（
以
下

「
旧
規
程
」
と
い
う
。）
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後

の
山
梨
県
教
育
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な

す
。

（
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
改
正
）

３

山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
中
「
（
平
成
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号
）
」
を
「
（
平
成
十
八
年
山
梨
県

教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
美
術
館
処
務
規
程
の
改
正
）

４

山
梨
県
立
美
術
館
処
務
規
程
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
中
「
（
平
成
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号
）」
を
「（
平
成
十
八
年
山
梨
県

教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
図
書
館
処
務
規
程
の
改
正
）

５

山
梨
県
立
図
書
館
処
務
規
程
（
昭
和
五
十
五
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
中
「
（
平
成
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号
）
」
を
「（
平
成
十
八
年
山
梨
県

教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
処
務
規
程
の
改
正
）

６

山
梨
県
立
考
古
博
物
館
処
務
規
程
（
昭
和
五
十
七
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
中
「
（
平
成
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号
）
」
を
「
（
平
成
十
八
年
山
梨
県

教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
文
学
館
処
務
規
程
の
改
正
）

７

山
梨
県
立
文
学
館
処
務
規
程
（
平
成
元
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
中
「
（
平
成
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号
）
」
を
「
（
平
成
十
八
年
山
梨
県

教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
第
十
一
条
関
係
）

文
書
の
記
号

一
　
本
　
庁

課
　
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
略
　
　
字

総
務
課

教
　
総

福
利
給
与
課

教
　
福

学
校
施
設
課

教
学
施

義
務
教
育
課

教
　
義

高
校
教
育
課

教
　
高

社
会
教
育
課

教
　
社

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

教
ス
健

学
術
文
化
財
課

教
学
文

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室

教
新
学

県
史
編
さ
ん
室

教
県
編

二
　
出
先
機
関

課
　
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
略
　
　
字

中
北
教
育
事
務
所
　

教
中
北

峡
東
教
育
事
務
所
　

教
峡
東

峡
南
教
育
事
務
所
　

教
峡
南

富
士
・
東
部
教
育
事
務
所
　

教
富
士

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　

教
埋
文

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

一
三



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

一
四

別
表
第
二
（
第
三
十
二
条
関
係
）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

一
五



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

一
六



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

一
七

第
1号
様
式
（
第
１
４
条
関
係
）

第２号様式（第１５条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

一
八

第３号様式（第１７条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

一
九

第４号様式（第１７条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

二
〇

第５号様式（第１７条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

二
一

第６号様式（第１７条関係）

第７号様式（第１９条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

二
二

第８号様式（第１９条関係）

第９号様式（第２４条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

二
三

第10号様式（第２５条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

二
四

第11号様式（第３１条関係）

第12号様式（第３１条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

二
五

第13号様式（第３２条関係）

第14号様式（第３３条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

二
六

第15号様式（第３３条関係）

第16号様式（第３３条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

二
七

第17号様式（第３３条関係）

第18号様式（第３３条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

二
八

第
19号

様
式
（
第
３
４
条
関
係
）

第20号様式（第３８条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

二
九

第21号様式（第３８条関係）

山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号

庁
　
　
中
　
　
一
　
　
般
　

県
　
　
立
　
　
学
　
　
校

山
梨
県
立
学
校
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
　
員
　
長
　
曽
　
　
根
　
　
修
　
　
一

山
梨
県
立
学
校
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
立
学
校
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
人
事
発
令
通
知
書
受
領
の
日
」
を
「
発
令
の
日
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
号
中
「
（
第
十
八
号
様
式
の
三
）
」
を
削
る
。

別
表
第
一
28
の
項
及
び
29
の
項
を
削
り
、
30
の
項
を
28
の
項
と
し
、
31
の
項
か
ら
42
の
項
ま
で
を
二

項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

別
表
第
三
の
一
の
項
ロ
中
「
実
施
機
関
の
」
を
削
り
、
同
項
ヌ
中
「
実
施
機
関
」
を
「
文
書
管
理
者
」

に
改
め
、
同
表
の
二
の
項
ロ
中
「
行
政
手
続
法
第
五
条
第
一
項
」
を
「
行
政
手
続
法
第
二
条
第
八
号
ロ
」

に
、「
同
法
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
同
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
ト
中
「
実
施
機
関
」
を
「
文
書
管
理

者
」
に
改
め
、
同
表
の
三
の
項
ト
中
「
第
十
八
条
第
一
項
第
九
号
」
を
「
第
三
十
八
条
第
二
項
」
に
改

め
、
同
項
チ
中
「
実
施
機
関
」
を
「
文
書
管
理
者
」
に
改
め
、
同
表
の
四
の
項
ヘ
中
「
実
施
機
関
」
を

「
文
書
管
理
者
」
に
改
め
、
同
表
備
考
中
「
実
施
機
関
の
意
思
決
定
」
を
「
意
思
決
定
」
に
、「
実
施
機

関
の
意
思
」
を
「
機
関
の
意
思
」
に
改
め
る
。

第
十
八
号
様
式
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第18

号
様
式
の
３
　
削
除

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
立
北
富
士
工
業
高
等
学
校
及
び
山
梨
県
立
吉
田
商
業
高
等
学
校
に
係
る
卒
業
証
明
書
等
に

関
す
る
事
務
の
委
任
に
つ
い
て

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
二
十

六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
山
梨
県
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
山

梨
県
条
例
第
二
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
立
学
校
設
置
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
条
例

第
十
八
号
）
の
規
定
に
よ
る
山
梨
県
立
北
富
士
工
業
高
等
学
校
及
び
山
梨
県
立
吉
田
商
業
高
等
学
校
に

係
る
平
成
十
八
年
四
月
一
日
以
降
の
卒
業
証
明
書
等
に
関
す
る
事
務
は
、
山
梨
県
立
富
士
北
稜
り
ょ
う
高
等
学

校
長
に
委
任
し
た
。

第
18号
様
式
の
３
　
削
除



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
三
号
　
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

三
〇

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

教
育
長
　
　
眞
　
　
田
　
　
良
　
　
一


